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　被推薦者は水稲栽培
を長年にわたり積極的
に展開され、地域の担
い手農家からの人望も
厚く、担い手への農地
集積、耕作放棄地の未
然防止、解消等、農地
利用最適化推進委員と
して貢献できると考える
ため推薦します。

塩井　淑樹 男 73
農
業

松本　　芳 男 61
農
業

64
農
業

水
稲

2
5
0
日

3
3
年

１
6
０
a

× × ×

須田　和夫 男

3

推薦 小薬　金重 男 69
農
業

H27.5.1～
H30.7.7

H30.7.8～現在

楢葉町農業委員

楢葉町農地利用最適化推進委員 水
稲

4

応募 松本　博之 男 43
農
業

R元.8.20 認定農業者

畜
産
業

私は、楢葉町の産業で
ある農業の発展と振興
に向けて、農地利用最
適化推進委員として貢
献したい。8

年

0
.
6
h
a

〇 × ×
繫
殖
牛

受
付
番
号

候補者 推薦をする者

推薦・応募の理由
推薦・応募の別 氏名 性別 年齢 職業

経歴 農業経営の状況 認
定
農
業
者
の
別

農業委員への
応募等の有無 推薦者・団体

年月日 職名・役職名

営
農
類
型

(

代
表
者
・
管

理
者

)

氏
名
・
名
称

活

動

の

主

た

る

目

的

推
薦
・
応
募
す
る
地
区

3
6
5
日

×

5 応募 猪狩　哲男 男 70
農
業

私は、就農後３０年間
農業に従事し、地域農
産物の栽培促進を展
開してきた。その経験
を活かし農業委員とし
て農地の利用集積・集
約を推進し、楢葉町の
農業の発展に貢献した
い。

1
0
a

× × ×

H5.4.1～ 就農(兼業)

露
地
野
菜

大
根
・
白
菜

1
5
0
日

3
0
年

×
7
5
a

早川　汎 男 88
農
業

下
小
塙
・
椴
木
下
・

前
原
・
山
田
岡
・

大
阪
・
山
田
浜
地
区

上
繁
岡
・
繁
岡
・

下
繁
岡
・
営
団
・

波
倉
地
区

2
0
0
日

3
0
年

推薦

就農

行政区長
農地利用最適化推進委員

水
稲

水
稲

2
5
0
日

1
8
年

5
.
2
ｈ
a

〇 × ×

2 渡邉　司 男 77

農
業
・
行
政
書
士

H26.5.26～
H30.5.28～

H20.4.10～

H28.4.1～
R3.7.8～

楢葉町土地改良区総代

楢葉町上小塙行政区長

JA福島さくら楢葉支局総代
農地利用最適化推進委員

水
稲
・
露
地
野
菜

水
稲
・
甘
藷

上
小
塙
・
大
谷
・

乙
次
郎
・
女
平
地
区

楢葉町農地利用最適化推進委員　推薦・応募者一覧 応募・推薦者　10名　　　うち認定農業者　3名

上
井
出
・
下
井
出
・
松
舘
・

旭
ヶ
丘
・
北
田
地
区

×

上
小
塙
・
大
谷
・

乙
次
郎
・
女
平
地
区

　被推薦人は町の農業再
開のため営農活動を率先
して活動し、行政書士とし
て資格を有し農地法を熟
知し農地法を遵守、農地
利用最適化推進委員とし
て適任者であるため推薦
します。

鈴木　徳雄 男 82
農
業

志賀 良久　 男 86
農
業

これまでも農業を営ん
できたが、高齢化によ
り地域農業は多くの課
題を抱えており、農業
委員会の業務に積極
的に関わりながら地域
農業を活性化させてい
きたい。

1 応募 猪狩　　一 男 68
農
業

Ｈ10.1.1～

Ｈ31.1.10～
R1.3.31
R3.7.8～
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楢葉町農地利用最適化推進委員　推薦・応募者一覧 応募・推薦者　10名　　　うち認定農業者　3名

農
業

　私は兼業農家であっ
たが、定年後本格的に
営農を再開したが、ま
だまだ、地域農業の課
題が多いことから、農
地利用最適化推進委
員の活動を通して今後
も農業発展のために貢
献したいと思います。

8
ｈ
ａ

× × ×

上
繁
岡
・
繁
岡
・

下
繁
岡
・
営
団
・

波
倉
地
区

H29.4～

H30.7～現在

営農再開

農地利用最適化推進委員農業委員会

水
稲

水
稲

2
0
0
日

3
0
年

5
.
9
ｈ
ａ

〇 × 〇

　私は就農後４２年間
農業に従事し、福島さく
ら楢葉支店の繁岡地区
総代を歴任し、地域農
産物の栽培促進を展
開してきました。その経
験を活かし、農業委員
として農地の利用集
積、集約を推進し、楢
葉町の農業発展に貢
献していきたいです。

上
繁
岡
・
繁
岡
・

下
繁
岡
・
営
団
・

波
倉
地
区

　私は40年以上に亘り
農業に従事しながら、Ｊ
Ａ職員として地域農業
の発展に尽力してまい
りました。特に在職中
は永らく営農販売事業
に就き地域農産物の米
や野菜の直売所運営
に携わってきました。こ
れらの経験を活かし農
地利用促進により町農
業の復興・振興に貢献
したい。

上
井
出
・
下
井
出
・
松
舘
・

旭
ヶ
丘
・
北
田
地
区

　私は楢葉町の産業で
ある農業の営農再開に
向けて農地利用最適
化推進委員の活動を
通して今後も農業発展
のために貢献したいと
思います。

上
井
出
・
下
井
出
・

松
館
・
旭
ヶ
丘
・

北
田
地
区

　私は地域農産物の栽
培促進を展開してき
た。その経験を活かし、
農地利用最適化推進
委員として、農地の利
用集積、集約を推進
し、町の農業の発展に
貢献したい。

下
小
塙
・
椴
木
下
・

前
原
・
山
田
岡
・

大
阪
・
山
田
浜
地
区

2
ｈ
ａ

×

男 65
農
業

×

× × ×
水
稲

2
0
0
日

2
0
年

男 68

9
ｈ
ａ

×

7 応募 押鐘喜久美

H30.7～ 楢葉町農地利用最適化推進委員

水
稲

楢葉町農業改良推進委員会長

10 応募 菅波　孝男 男 65
農
業

Ｈ7～

露
地
野
菜

野
菜
・
イ
チ
ジ
ク
等

2
5
0
日

4
2
年

6 応募 猪狩　博美

Ｓ47.4～現在 就農、農協職員として入組。
営農販売、購買、金融、管理、総務部課長
等歴任
松舘行政区長歴任
ＪＡ福島さくら総代、県農業共済組合共済部
長、土地改良区総代、県森林組合総代
楢葉町農地利用最適化推進委員
認定農業者

水
稲
・
露
地
野
菜

水
稲
・
野
菜

1
5
0
日

4
3
年

8 応募 大和田一治 男 72
農
業

9 応募 猪狩　光市 男 65
農
業

Ｈ27～ 井出川地区水稲生産組合長

水
稲

水
稲

1
0
0
日

5
0
年

5
ｈ
ａ

× × ×
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楢葉町農地利用最適化推進委員　推薦・応募者一覧 応募・推薦者　10名　　　うち認定農業者　3名
　私は就農後４２年間
農業に従事し、福島さく
ら楢葉支店の繁岡地区
総代を歴任し、地域農
産物の栽培促進を展
開してきました。その経
験を活かし、農業委員
として農地の利用集
積、集約を推進し、楢
葉町の農業発展に貢
献していきたいです。

上
繁
岡
・
繁
岡
・

下
繁
岡
・
営
団
・

波
倉
地
区

× ×
9
ｈ
ａ

×

楢葉町農業改良推進委員会長

10 応募 菅波　孝男 男 65
農
業

Ｈ7～

露
地
野
菜

野
菜
・
イ
チ
ジ
ク
等

2
5
0
日

4
2
年


